



















　　Watabe Wedding Corporation is one of the leading companies in wedding services in 
Japan.  Because of the drop of birth rate, many wedding service companies have had 
difficult time.  However, Watabe has done well for the last decade.  The purpose of this 
paper was to examine the factors of its success through analyzing its financial statement 
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ブライダル企業のケーススタディ
－ワタベウェディング株式会社をケースとして－
A Case Study of Watabe Wedding Corporation














　図表 1に示した通り，厚生労働省の人口動態調査によると，婚姻件数は 1972年（昭和 47年）
に約 110万組となり，戦後から一貫して上昇していたものの，その後減少傾向に転じ，1980年（昭





































場（主業）は 796，共済・基金等の施設が 153，地方公共団体からの管理運用受託施設が 54，そ






































































　資産の総額は，この期間で 11,137百万円から 25,663百万円へと約 2.3倍となった。流動資産
も固定資産もともに大きく増加していることがわかる。構成割合では，流動資産，有形固定資産，
無形固定資産が微増，投資その他の資産のみ減少となった 4）。


















　売上高は，2000年度の 156億円から 2009年度の 464億円あまりへと 3倍弱の増加となった。
構成割合で見ると，売上原価は 41.77%から 35.66%へとわずかに下降したが，販売費及び一般管








図表３　負債・純資産構成の推移グラフ（2000 ～ 2009 年度）









　当期純利益は，2000年度の 235百万円から 2009年度は 1,166百万円に 4倍超の増加となった。

































　総資本利益率は，2000年度の 6.32%から 2003年度の 10.32％までは上昇したが，その後下降し，
2006年度の 7.82％となったものの，再び上昇し，2009年度は 10.87％となっている。自己資本
利益率は，2000年度の 4.69％から 2003年度には 12.88％と上昇したが，その後は変動があった
ものの，2009年度は 8.01％となった。両比率ともに比較的高い水準を維持しているといえる。

















れ以外の年度では 3～ 14％程度の伸び率である。しかも 2004年度には -0.53％となっており，








であり，資産規模が拡大していることがわかる。特に 2004年度は 20.14％，2005年度は 32.50％
と急激な伸びを示している。また 2009年度も 14.00％と高い。自己資本伸び率は，2001年度，
2002年度にはマイナスとなっているが，その後 2004年度に 39.29％，2005年度には 65.16％と
非常に高い伸び率を示している。これは，資本金と利益剰余金が大幅に増加したことによる。
図表８　効率性分析の結果グラフ（2000 ～ 2009 年度）
図表９　成長性分析の結果グラフ（2001 ～ 2009 年度）
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関西国際大学研究紀要　第 12号
５．2009 年度の業績等の考察
　2009年度の我が国経済は，家電製品や自家用車などの耐久消費財の購入におけるエコポイン
ト制度などの政策効果で，一部商製品の販売が好調に推移したことにより，関連する企業の業績
が回復傾向にあるものの，全体としては厳しい状況である。また，ブライダル業界では，少子化
の進行に伴う婚姻件数の減少傾向は引き続いており，厳しい状況が続いている。
　こうした環境下で，ワタベは積極的な事業展開を行っている。国内挙式事業では，北海道リゾー
トウェディング事業の強化，店舗展開でも岡山，神戸，福岡，広島，東京・新宿の移転や新規開
店を果たした。海外挙式事業では，外国人婚礼市場での拠点作りを進め，台湾・台北で海外挙式
総合サービス店舗の新規開店や台湾現地法人を連結子会社化した。また，商品開発では，旅行社
と共同してフェアを開催するなどして，国内リゾートウェディング事業の市場拡大を図ったり，
婚礼アルバムについて，インターネットを利用した新しいサービスを追加したりした。
　こうした努力の結果，海外挙式事業では，新型インフルエンザの影響から挙式取扱組数が減少
し，また景気後退による宿泊・宴会部門の法人需要の落ち込みがあったものの，前年度に取得し
た拠点が通年で稼働したこと，国内リゾート挙式が堅調に推移したことにより，グループ全体で
の挙式取扱組数が増加し，増収となった。利益については，先のマイナス要因により，売上高が
当初の計画を下回ったことから，販売管理費等の費用を削減したが，前年を大きく下回ることと
なった。
　さらなる市場拡大を図るためには，国内のみならず外国の顧客に対する事業展開が必要となる
と思われる。既存の拠点網や専門性の高い人材の活用，さらにグループ内でコンテンツを内製す
る強みを活かした展開が期待される。
【注】
 1 ）経済産業省「特定サービス産業実態調査」の分類による。
 2 ）同省「特定サービス産業実態調査」の統計資料による。
 3 ）2000年度から継続的に入手可能なデータを分析するため，キャッシュ・フローについては分析を行って
いない。なお，2009年度のキャッシュ・フロー分析では，営業キャッシュ・フローは減少したものの 2,067
百万円の収入，投資キャッシュ・フローは 3,106百万円の支出，財務キャッシュ・フローが 326百万円の
収入となり，期末残高は期首より 702百万円減少し，4,237百万円（前年比 14.2%減）となった。
 4 ）有形固定資産の取得資金は、営業キャッシュ・フロー等の自己資金で賄っている。
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